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性などだ当滲
'て

意見を交要な れ 魔 √

地区連合日]^内 会長懇談会を 2月

況や今後の方向性などについて、

「町内会を取り巻く状況は厳しい。
でも町内会をなくしてはだめだ !J

懇談会の最初に、連町が市に要望 していた
「地区会館指定管理料の底上げ」と「街路灯整

備費補助制度の拡充」について、宮下市民環境

部長から「要望に応えるべく新年度予算を議会

に提案することにしているJと 説明がありまし

た。 (次号でその内容の詳細を報告 します。)

次に、市内各町内会活動の現況について常務

理事から「コロナ禍で町内会活動が停滞 してい

る」「町内会活動に対する市民理解が後退 して

いるJ「役員交代ができず、役員の高齢化が進

んでいる」「直近の 1年で連町加入の町内会が

10減った」「ただそ うした一方で、『 コロナ禍

で事業ができなかつた予算を防災グッズの‐3-

家庭配布の財源に充てた』とい う取 り組みもあ

った」などが幸晨告 されました。

情報交換では、参加者から「各町内会の活動

13日 (月 )に開催 し、コロナ禍における町内会の活動状

情報交換・意見交換を行いました。

低下が地区連にも影響 し、地区会館の運営委員

会を構成する町内会が減った」、「会員数が減っ

て町内会単体での活動が難 しくなっている」、
「町内会を取 り巻 く状況は厳 しい。でも町内会

をなくしてはダメだ。地区連 としては元気がな

くなってきた町内会を支えるようでなくては

ならない」などの報告、認識、意見が出ました。

市 との連携については、「町内会の指摘 した

ガー ドレール破損などに素早 く対応 してくれ

ていた」 と評価する声が上がっていましたc

「町内会について、様々な意見があるが、地

域住民の安全を守ることや生活を豊かにする

ために町内

会活動は大

事なこと」

を確認 し懇

談会を終え

ました。

北海道から岩手県の大平洋沿岸地域での、最大の津波によると考えられる津波堆積物の資料から、

過去の最大クラスの津波の間隔は約3～ 4百年であることがわかつています。そして、17世紀の津

波からの経過時間を考えると、いずれの領域においても最大クラスの津波の発生が切迫している状

況にあると考えられています。(気象庁の HPか ら)

被害を小さくするためには 日■

1月 15日 (日 )に釧路市観光国際交流セ

ンターで 「釧路防災講演会 2023」 が行わ

れ、北海道大学工学研究院の中嶋唯貴准教授

が「01路市を対象とした地震。津波被害の実態」

と題した基調講演の中で、生き延びるための方

策を次の6つにまとめ説明されました。①対策

によつて被害は大きく減 らせるc②ケガしな

い、閉じ込められない、早く逃げるが重要。③

住宅の耐震化、家具の配置見直しが重要。④避

難時には厚手の服を。⑤避難ビルの設定と建設

を。⑥将来的には安全な場所への居住地誘導も

必要。この中には行政にお願いすることもあり

ますが、自分でできることは自ら考え、大切な

命を守りましょう。



= 「全市一斉清掃 (4月 16日 (日 ))」 にご協力をお願いします =
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○ 一斉清掃日は、4月 16日 (日 )です !

集めたごみの収集等の都合もあり、幅広い期間に町内会が清掃 日を設定す

るのは不都合なことから、今年は実施 日を4月 16日 (日 )に します。ただ

し町内会事情により、違 う日を設定することが多くの参加を見込める場合

には、町内会で任意に実施 日を設定していただいてかまいません。

なお、当日が悪天候の場合は延期 しての実施をお願いします。

○ 専用の袋で収集～可燃ごみの収集日に排出場所へ !

一斉清掃で集めたごみは、町内会に配付される『環境美化活動用ごみ袋』か『ボランティア袋』
または『一斉清掃』と表示した透明 (半透明可)の袋に入れて、可燃ごみの収集日に、可燃ごみと

同じ場所に出して下さい。空き缶、ペットボトルなども拾われることと思いますが、上記の袋には

分別することなく入れていただいてOKです。

※『環境美化活動用ごみ袋』と『ボランティア袋』

は、一斉清掃 日以外でも町内会の清掃活動に使え

ますが、町内会のレクリエーションや、家庭から

出るごみには使用 しないでください。

※ごみ処理施設に自己搬入する場合は処理手数料がかかります。

○不法投棄廃棄物は収集しないで連絡を !

家電、バッテリー、タイヤ、消火器などの処理困難物、その他粗大ごみなどの不法投棄廃棄物

を発見 した場合は、回収せずに環境事業課 (電話 31-4551平 日のみ)へご連絡ください。後 日現

地確認 します。

なお自転車については盗難品の可能性がありますので、動かさずに警察署か交番へご連絡下さ
い。その後不法投棄と判明した場合には、環境事業課へ連絡 して下さい。

○ 土砂の扱いは・・

側溝等の清掃により大量の土砂の発生が見込まれる場合は、事前に道路維持事業所 (電話 24

3322平 日のみ)に清掃予定日・場所等を伝え、収集を依頼 して下さい。ただし、土砂が少量 (持

ち運べる程度)の場合は、丈夫な袋に入れ『清掃ごみ』と表示して、可燃ごみの収集 日に可燃ご

みと同じ場所に出して下さい。

○ 刈革・木の枝・ 落ち葉の出し方は・・

刈草や落ち葉は、透明か半透明の袋に入れて下さい。

刈草の根は、土を落として出して下さい。

剪定した木の枝 (太 さが直径 1 0 cIIl以 内のもの)は、
い 。

長さ 5 0cm以 内にして紐で束ねて下さ

④ 名前を書いて可燃ごみの収集日に、可燃ごみの排出場所に出して下さい。1回につき、3袋

(東)程度でお願いします。

参加される皆さんは新型コロすウイルスの感染防止にご留意をお願いします ||
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動のデジタル化～

□中央 6丁目町内会 総務部部長 今 野 反 貴

払することが可能になり役員と班長さんの手間

は
町

う言:]|う
見基窮貧粧織 Mヽ

日の

が大きく軽減 されました。

ウイルス感染症の影響により、人  ◆電子回覧板の導入
機 と人との接触が制限され、町内会活動の自粛や   若者だけでなく多くの世代において、普及率の

『LINE』 を活用 し延期、縮小を余儀なくされてきましたがそのよ 高い SNSス マー トフォンアプリ
うな中、「集まらなくてもつながることができ  た町内会公式 LIDIEを開設 し、リアルタイム情報を
る」オンラインツールの活用を始めました。   _斉 配信、緊急時の災害情報発信も可能になりま

藤  地域における新 しい 「つながり」をもたらす  した。ィベントなど重要な情報は、全世帯にチラシ

l 言測

町内会の活動実例をご紹介いたし  を戸別酉己布 しています。紙媒体と電子媒体の併用

は今後も継続します。

コンピニ払い化

         .シ ステム費用や仕組みを纏めましたので、91厖 近年は表札を掲げない世帯や休 日不在の家庭
路市連合町内会ブログでご確認ください。

は :58言 ii[ギ
顆t宅境軍

がかか味 役員の負
https://ameblo.jp/rency0946/

ア

                歴副昭和中央 6丁 目町内会 総務部 今野

5776圏  090-3396-
. より生活スタ

メーール 946showachuo6@gmail.com
｀
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市
民
憲
章

元気で働き、明るく豊かなまちをつくりましょう。  1.人にやさしく、心ふれあう温かいまちをつくりましょう。

きまりを守り、安全で安心な住みよいまちをつくりましょう。 1.文化を高め、命を尊ぶ平和なまちをつ くりましょう。

緑を育て、自然豊かなされいなまちをつくりましょう。 1.郷土を愛し、世界に誇れるまちをつくりましょう。

みんなでつくろう ゴミのrJぃまち きれいなふるさと

地
震

・
津
波
か
ら
命
を
守
ろ
う

認

岩

裂

具

柴

田

誠

司

釧
路
市
は
、
釧
路
湿
原
や
阿

寒
摩
周
な
ど
の
雄
大
な
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
港
か

ら
豊
富
な
海
の
幸
が
入
る
な

ど
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
や
す

い
よ
う
に
、
主
に
沿
岸
の
平
地

で
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。　
一
方
で
、
こ
の
地
域
は

数
十
年
に

一
回
、
大
地
震
や
津

波
に
繰
り
返
し
襲
わ
れ
て
お
り
、

災
害

へ
の
備
え
が
必
要
で
す
。

さ
て
、
昨
年
１
２
月
か
ら

「北
海
道

・

三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情
報
」
と
い
う
情

報
の
発
表
が
始
ま
り
ま
し
た
Ｇ
こ
の
情
報

は
、
北
海
道

・
三
陸
沖
で
大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
可
能
性
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は

な
い
も
の
の
、
１
週
間
程
度
は
強
い
揺
れ

や
津
波
の
発
生
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
と

い
う
情
報
で
す
（ヽ
こ
こ
で
特
に
注
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
が
、
「必
ず
地
震
が
起
き

る
」
と
い
つ
た
よ
う
な
地
震
を
予
知
す
る

情
報
で
は
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
情
報
は
、
規
模
の
大
き
な
地
震
が

発
生
す
る
可
能
性
が
平
時
よ
り
も
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
備
え
を
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も
の
で
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が
、
発

生
す
る
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率
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そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
た

め
、
避
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も
の
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ま
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こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
時
は
、
特
に

「津
波

の
到
達
時
間
が
早
い
地
域
」
や

「津
波
の
高
さ
が
高
く
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
地
域
」
で
は
、
強
い
揺

れ
を
感
じ
た
ら
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
る
前
で
も
、
す
ぐ
さ
ま
避
難
で
き

る
よ
う
に
非
常
持
ち
出
し
品
や
心
の

準
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
冬
季
は
低
体
温
症

へ
の
対
策
も

重
要
で
す
の
で
、
防
寒
着
が
す
ぐ
に
着
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

地
震

。
津
波
か
ら
命
を
守
る
こ
と
が
何

よ
り
大
事
で
す
。

年度当初に次の報告 。申請をお願いします。

(町内会長に詳しい案内を届けています)

①広報紙コンクール 申込締切り4月 7日 (金 )

②組織現況調査 町内会総会後速やかに

③春 の一斉清掃 4月 16日 (日 )

①市長・連町表彰 推薦締切り4月 20日 (木 )

⑤町内会活動保険 申込締切り5月 8日 (月 )

市道の植樹ます等に草花の植栽を希望する個

人、団体は届け出が必要です。草花の植栽には

一定の条件がありますので、詳しくは下記にお

問い合わせ くださいc

国 市道路河川課管理担当 (314558)

『還付金詐欺』にご注意 !

ATMで『還付金』はもらえません。

ご近所で被害が出る前にお互いで注意 しまし

ょうЭ困つた時は警察署や釧路市消費生活セン

ター (243000)に 相談 しましょう

町内会ジャンパーの活用を !

「町内会ジャンパーを着用してゴミ拾いをし

ていたら、『ありがとうございます』と声をかけ

てもらえました。」との声をいただきました。「町

内会ジャンパー」を是非ご活用ください。

*事務局に貸 し出し用もあります。

主な行事予定 ■■

4月 6～ 14日 新入学 (園 )期の交通安全期間

4月 16日 (日 )春 の全市一斉清掃

5月 20日 (土)市 連町定期総会
会費納入表を用意しています。

「町内会費納入表」 (1-12月 用、4-3月 用)を
用意 しています。ご希望の町内会は事務局でお受

け取 り下さい。 (袋等をご持参ください)

緊 急 通 報 は 110番
中目目疑■E寵贈

=彙「
ゴ寧9■ ■0」

【簸1路警察署】

「 l10番 」は、事 件・事故 な どを、
い ち早 く警 察 へ 通 報 するた め の
緊 急電話 です。

要  T喜棋  響冒礁菫]・

「 #91:0」 をご利 用 下 さい .・■

連町通信は、赤い羽根共同募金の
支援を受けて発行 しています。

C00連町のブログもご質<ださい。https://ameblo.ip/re∩ cyo946/・


